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Kohshi NISHIDA and Toshiaki YOSHII 
Abstract 
In this paper， the p'ressure wave form of the impact sound is discussed theoretically and experimentally， 
which is radiated from the end surfaces of a ram in the deformation process of a billet. The impact sound may 
be attributed to air pulses caused by the sudden acceleration of the ram. The impact sound wave at a field 
point is calculated by superimposing those emitted from the divided small elementary areas of the end sur-
faces. In the calculation， itis assumed that the approximate acceleration of the ram changes sinusoidally， and 
that the shelter effect due to the ram can be ignored when the wave length of impact sound is larger than the 
dimensions of the ram 
The superimposed sound pressure wave forms agree fairly well with those measured by laboratory experi 


























発生する。表面積 Sの微小青j原が速度振幅 Vで振動するとき，放射される音二波の音圧 pは次式
で表わされる。 121
/ρQ ハ )1ωt-kr)¥ 
P = J ω47rr (1 ) 
ここで， ωは角振動数， ρは空気密度， Qは体積流で Q= SVで定義され音源の強さを表わす。
tは時間， kは波長定数で音速を Cとすると k=ω/cと表わされる。また rは微小音波;と測定
点、との距離を表わす。式(1)を体積流の定義を用いて表わすと次式となる O
/ρS ¥1ハ )1ωt kr) ¥ 
P = Jω 日石川 ) (2) 
J ωは時間に関する微分因子であるから，式(2)は音圧が音源の振動加速度に比例することを示し
ている O すなわち，振動加速度を u(t)で表わすと測定点の音圧は次式で表わされる。
ρs 

















































































白(t)= A I si片 t• o' (t) + sin与(t-'c)・o'(tーに)f (6) 








































日仮定は妥当なものと思われる O 凶の (b)はピレッ (a) Elast;c deformation 
Time トの変形過程が弾塑性域で、行われた場合で，残留
このひずみ波形から得られひずみが生じている。
Ram:中70x 67 mm， 
1.97 kg 
Bュllet:
中9x 16 mm 












TC~ 0.25 msec. 
ラムとビレは弾性変形の場合よりも大きくなり，
したがって，加速度‘ッ卜の接触時間が短くなる O


























































の場合について計算すると，(r2n - r1)/C =0.17 
ラム土端面からの放射音図-5
msec.となる。接触時間は0.25msecであるから，
パルス音の時間幅は0.42msec となる O 測定結果で
O 0.1 0.2 0.3 0.4 
o -+-:今;・・.._::，1'-目

























































幅 rの2倍を i子正波形の周期とみなし A二 2r
Cを波長と考えると凶 8の場合，ラム上端面から
の放射青の波長は288mmとなり， 下端函からの放
射 i~i の波長は261mm となる O いずれの場合も波長




















<!) 200 Measured 
コh 100 (入ーよ-fu) '" ω O 










'" O Q) t(msec.) L仏a 0.4 
マ5Oコ -100 
Ram~中70 x 67 mm， 
1 .97 kg) 
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